
流域の治水安全度が大幅に向上する

都幾川改修事業について

平成１１年８月
熱帯低気圧による浸水被害

都幾川の下流域では、近年、台風や集中豪雨による家屋の浸水被害があり、その被害の
軽減を図るため、都幾川直轄区間終点から班渓寺橋までの７．５ｋｍ区間において、広
域一般河川改修事業を実施するものである。
また、本川沿いでは嵐山町のキャンプ場等の親水施設があることからも、流域内の浸
水被害を軽減し、良好な生活環境を提供することで、集客効果を高め、地元の活性化を
促す。
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都幾川の改修事業が完了すれば

流域の治水安全度が大幅に向上する

改修済区間


